
海を守る
この海を、未来につなぐために。市民の皆さんによ

る活動

　私たちは普段、海から多くの恵みを受けています。また、海はさまざま生き物たちが暮らし
ている大切な場所でもあります。だからこそ、私たちがこれからも海を身近に感じ、未来の世
代にその恵みを受け継いでいけるように、海を守っていくことが大切です。

また、そこで集められたごみや流木などの海岸

漂着物を市で回収しています。回収量は年間約

30 トン。これでもまだ回収は追い付いていま

せん。

しかし、海岸にはたくさんのごみが流れ着き、問

題になっています。そこで年2回行っているのが、

海岸を中心に市内 5 カ所の清掃を行うクリーン

キャンペーンです。530 運動加入団体や地元団

体の協力のもと、年間約 1,300 人が参加します。

三河湾環境チャレン
ジ

三河湾への理解を深
めるため、干潟での

生き物の

観察を市内の全小学
校で行っています。

がまごおりの里海再
生プロジェクト

海をきれいにし、生き
物を守り育てる海草

「アマモ」

の保全や砂の移動防
止対策、海底の耕う

んを行っ

ています。

海を守るための取り組みは他にも

　海に行ったとき、ごみがすごく気になったんですよ。
でも、1 人で拾うのってやっぱり難しくて。だったら、
自分たちで拾いやすい環境をつくってみようかなって
思ったのがきっかけです。

　令和 3 年に始めたこの活動は、私たち 4 人を中心
に月 1 回ペースで続けています。場所は主に西浦エ
リア。1 回で 20 袋くらいごみが集まります。普段は
20～30 人くらいで活動していますが、飛び入りで参
加してくれる方も時々いるんですよ。

　それぞれはじまりのきっかけは少しずつ違っていて。
「料理教室をやっていて、魚のマイクロプラスチック
汚染が気になって」っていう人もいれば、「他市では
ビーチクリーンをやっているのに、蒲郡にはなかった
から、自分たちでやろうと思った」って人もいて。そ
んな小さな気づきが重なって、今の形になりました。

蒲郡ビーチクリーン

　活動を通じて知ったのは、海に落ちているごみのほ
とんどが、実は海から出たものじゃないってこと。海
岸にあるごみの 8 割は、道路やまちの中から流れて
きたものなんです。だから、ごみを拾うことも大切だ
けど、それ以前に“ごみを出さない暮らし”がもっと
大事なんですよね。

　ぜひ一度海に来て、どんなごみがあるか見てほし
いです。実際に見ると、ものを大事に使おうとかなる
べくごみを減らそうっていう意識が自然に生まれてく
ると思います。海に落ちてるのって、ごみだけじゃない。
海の現状を自分の目で見て、何かに気づいたり、行
動のきっかけになったらうれしいですね。

『 きれいな海を、子どもたちに残したい 』

世界で起きている
「海洋プラスチック」の問題
　生活のあらゆる場面で利用されているプラスチック。多くのプラスチックは使い捨てられ、利用後きち
んと処理されずに、最終的に海にたどり着きます。この海洋プラスチックが今、世界中の海を汚染し、生
き物たちに深刻な影響を与えています。
　美しい海を未来につなぐためには、1 人ひとりの意識と行動が欠かせません。例えば、プラスチック製
品の使用の見直したり、マイバッグやマイボトルを持ち歩いたり、ごみの分別を徹底したりー身近なとこ
ろから海を守る第一歩が始まります。自分ができることから取り組んでみませんか。
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